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We have investigated methods of recognizing and of representing the cardiac mo-
tion on Cine MRI. We analyze moving picture to make use of the optical flow analysis. 
In the previous report， we extracted optical日owby the use of the spatial global opti-
mization rnethod. However， the optical flow field extracted by this methods contained 
global in日uenceof the partial change. Specifically， we could look divergence and ro-
tation in the optical flow日eld，because it had been affecting shade slant vector. 
To improve the drawback， we extract optical flow by the use of the filters method. 
We analyze characteristics of optical flow in this method， by the use of the motion 





























SPAMM(Spatial Modulation of Magnetization :空間磁化変調)法を組み合わせることにより、磁気
















が得られる。これは u-v平面上の Iつの直線を与える。この直線を拘束直線という。ただし、 z、U
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k(x，y) = A(αsin x + s sin y + 1) (3.1) 











並進運動のシミュレーション結果を図 3(a)、(b)に示す。図 3(a)は、時刻 t=Oにおける濃淡像
である。画像パターンは、 (a)から (b)へと水平に移動しており、移動量は画素数にして 2ピクセル
である。図 3(c)は、図 3(a)、(b)の2時点から、オプテイカルフローを検出した結果である。また、
334 
図3(d)は、図 3の (a)から (b)のょっな並進運動(左から右に 2ピクセル平行移動)における実際
の変位像である。
(a)原画
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図4(a)、(b)は、濃淡勾配パターン(図 3(a))と格子状パターン(格子間隔は画素にして 6ピクセ
lレ)を重ね合わせ並進運動させたシミュレーション結果である。図4(a)は、時刻 t=Oにおける濃


















波状運動のシミュレーションを行った結果を図 5(a)、(b)に示す。図 5(a)は時刻 t=Oにおける
濃淡像である。波は、図の左から右の方向に水平に進行している。波長は 50画素、振幅は 3/2画素、
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ある。波は、図の左から右の方向に水平に進行している。波長は 50画素、振幅は 3/2画素、図 6の
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縦波運動のシミュレーションを行った結果を図 7(a)、(b)に示す。図 7(a)は時刻 t=Oにおける
濃淡像である。波数ベクトル k(詳細は参考文献[10J参照)は図の真横に左から右の方向を向いてい















濃淡勾配パタ ーン (図 7(a) と格子状パターン (t各子間隔は画素にして 6ピクセル)を重ね合わせた
伸縮運動のシミュレーション結果を図 8(a)、(b)に示す。図8(a)は時刻 t=Oにおける濃淡像であ
る。波数ベクトル kは図の真横に左から右の方向を向いている。波長は 50画素、振幅は 3/2画素、
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